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来
年
3
月
、
ヵ

i
フ
ェ
リ
ー
の
就
航

を
予
定
し
、
現
在
、
大
洗
港
の
建
設
工

事
も
急
ピ
ッ
チ
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
、
大
洗
港
に
つ
い
て
そ
の
概
略

を
ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
田
年
ロ
月
に
地
方
港
湾
の
指
定

を
受
け
、
閉
山
初
年
に
港
湾
建
設
に
ふ
着
工

し
、
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
本
港
は
、

漁
船
の
た
め
の
諸
施
設
も
概
成
し
、
昭

和
臼
年
に
は
水
産
品
3
万
ト
ン
、
石
油

類
6
千
ト
ン
の
貨
物
を
取
扱
い
、
漁
港

と
し
て
現
在
ま
で
機
能
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
地
理
的
重
要
性
か
ら

北
関
東
の
海
の
玄
関
口
と
し
て
、
商
港

的
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
要
請
さ
れ
、

昭
和
弘
年
5
月
に
、
重
要
港
湾
と
し
て

指
定
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
次
の
よ
う

な
基
本
方
針
の
も
と
に
、
お
お
む
ね
、

昭
和
田
年
を
自
擦
に
港
湾
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

。
長
距
離
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
寄
港
を

前
提
に
農
水
産
品
や
、
北
関
東
・
首
都

圏
周
辺
地
域
の
生
活
関
連
物
資
等
を
取

だ
い
せ
つ
丸
(
現
在
の
)

(
東
日
本
フ
ェ
リ
ー
)

全

長

一

八

八

・

四

m

幅

二

回

・

O
m

総
ト
ン
数
(
約
)
一
一
一
一
、

0
0
0ト
ン

最

高

速

カ

二

五

ノ

ッ

ト

貴

賓

室

一

室

特

等

二

七

室

一

等

一

一

口

特
ニ
等
一
一
一

エ
コ
ノ
ミ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
室

8
T
ト
ラ
ッ
ク

乗
用
車

一名

八
O
名

一
四
九
名

一
七
六
名

四
五
回
名

四
回
名

一
五

O
ム
口

一O
五ムロ

扱
う
商
港
と
し
て
、
公
共
ふ
頭
の
整
備

を
進
め
る
。

O
港
湾
と
し
て
の
安
全
度
を
確
保
す

る
た
め
、
防
波
堤
や
航
路
泊
地
の
整
備

を
進
め
る
。

O
周
辺
地
域
と
の
調
和
に
配
慮
し
つ

つ
、
新
し
い
街
づ
く
り
の
た
め
の
都
市

再
開
発
用
地
の
造
成
を
港
湾
整
備
と
一

体
的
に
進
め
る
。

O
海
岸
環
境
整
備
と
の
調
和
に
十
分

配
慮
す
る
。

次
に
、
港
湾
の
能
力
と
し
て
、
目
標

年
次
に
お
け
る
取
扱
貨
物
量
を
次
表
の

よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

6
5
0
万
ト
ン

5
7
0
万
ト
ン

港
湾
施
設
の
規
模
及
び
配
置
は
次
の

と
お
り
で
す
。

ー
、
公
共
ふ
頭
計
画

農
水
産
品
、
鉱
産
口
問
、
化
学
工
業

さ
っ
ぽ
ろ
丸

(
臼
本
沿
海
フ
ェ
リ

i
)

全

長

二

ハ

四

・

O
m

幅

二

四

・

O
m

総

ト

ン

数

一

て

O
O
O
J

最
高
速
力
二
四
・
二
五
ノ
ッ
ト

航
海
速
カ
一
一
一
了
二
五
ノ
ッ
ト

特

等

一

一

二

四

名

一

等

一

八

名

転
等
A
・

部

六

一

三

三

六

名

二

等

一

一

四

O
O名

ド

ラ

イ

バ

昭

O
名

ト

ラ

ッ

ク

一

四

二

台

乗

用

車

五

五

台

口
問
等
の
内
貿
貨
物
を
取
扱
、
つ
た
め
、

大
洗
地
区
に
公
共
ふ
頭
を
次
の
と
お

り
計
画
す
る
。

5
0
0
O
D
/
W
級

水

深

8
米

岸
援
2
パ
i
ス

延

長

2
6
0
米

5
0
0
O
D
/
W
級
水
深
川
米

岸
壁
1
パ
i
ス

延

長

1
3
0
米

2
0
0
0
D
/
W
級
水
深
日
米

岸
壁
1
パ
i
ス

延

長

9
0
米

1
0
0
O
D
/
W
級

水

深

5
米

岸
壁
1
パ
!
ス
延
長
7
0
米

小
裂
船
対
象
水
深
4
米
物
揚
場

延
長
1
2
5
米

ふ
頭
用
地
口
万
一
平
方
米

2
、
フ
ェ
リ
ー
ふ
頭
計
師

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
轍
送
の
需
要
に

対
処
す
る
た
め
、
大
洗
地
区
に
フ
ェ

リ
ー
ふ
頭
を
次
の
と
お
り
計
闘
す
え

1
3
0
0
O
T
/
G
級

水

深

8

米
岸
壁

1
パ
!
ス
延
長
2
6

6
米
ふ
頭
用
地

5
万
平
方
米

3
、
防
波
堤
計
画

入
港
船
舶
の
安
全
及
ぴ
泊
地
の
静

穏
を
函
る
た
め
、
大
洗
地
区
に
防
波

堤
を
次
の
と
お
り
計
臨
す
る
。沖
防
波
堤

延
長
8
0

0
米
(
う

ち
5
0
0

米
完
了
)

南
防
波
堤

延
長
1
3

4
5
米

(
完
了
)

4
、
防
砂
堤
計

画潔
砂
の
港

湾
へ
の
流
入

を
防
止
し
、

航
路
泊
地
の

水
深
維
持
を

関
る
た
め
、

大
洗
地
区
に

防
砂
堤
を
次

の
と
お
り
計

闘
す
る
。

西
防
砂
堤

延
長
1
1

3
5
米

(
う
ち
6

4
0
米
先

(単位・万平方米)

都市再開発用地港湾関連用地

10 
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了
)

5
、
泊
地
計
画

け
い
留
施
設
の
計
画
に
対
応
し

て
、
大
洗
地
区
に
泊
地
を
次
の
と
お

り
計
画
す
る
。

水
深
8
米
水
面
積
認
万
一
平
方
米

水
深
5
米

水

荷

積

1
万
平
方
米

6
、
臨
港
交
通
施
設
計
画

ふ
頭
に
お
け
る
交
通
の
円
滑
化
、

背
後
と
の
有
機
的
な
結
合
を
図
る
た

め
、
各
ふ
頭
を
結
ぶ
幹
線
道
路
を
臨

港
交
通
施
設
と
し
て
計
画
す
る
。

港
湾
の
環
境
の
整
備
及
び
保
全
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

@
港
湾
環
境
整
備
施
設
計
画

港
湾
の
環
境
の
整
備
を
図
る
た

め
、
大
洗
地
区
に
縁
地
を
次
の
と
お

り
計
画
す
る
。

緑
地

5
万
平
方
米

通

その他の産業

貿易・金融・保険業・独立の交通サービス・通運・臨港パス・ハイヤー

食料品・ホテル・飲食底・娯楽・クリーニング.etc." 

そ
の
他
@
用
地
造
成
及
び
土
地
利
用
計
画

港
湾
施
設
の
計
画
に
対
応
し
て
、

用
地
造
成
及
ぴ
土
地
利
用
を
次
の
と

お
り
計
画
す
る
。
(
表
1
)

次
に
一
般
的
事
例
で
は
、
あ
り
ま
す

が
、
港
湾
に
於
け
る
物
的
流
通
活
動
と

し
て
発
生
す
る
業
務
に
つ
い
て
(
表
2
)
、

紹
介
し
て
み
た
い
と
忍
い
ま
す
。
こ
の

業
務
の
す
べ
て
が
フ
ェ
リ
ー
就
航
時
に

発
生
す
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
、
内
航
・
外
航
船
等
を
受

け
入
れ
て
い
く
為
の
機
能
撃
備
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
物
的
流
通

活
動
業
務
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。地
元
で
は
こ
れ
ら
の
業
務
に
対
応
出

来
る
よ
う
、
そ
の
組
織
づ
く
り
等
に
カ

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
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優
勝
高
播
農
機
チ

i
ム

第

9
岡
春
季
町
民
野
域
大
会

第
9
回
春
季
町
民
野
球
大
会
が
去
る
第
一
一
一
位
原
研
大
洗

4
月
白
日
か
ら
5
月
日
日
ま
で
の
問
、

H

若

浪

磯
小
、
南
中
各
グ
ラ
ン
ド
を
利
用
し
て
最
高
殊
勲
選
手
賞
照
沼
靖
(
高
僑
農
機
)

町
内
の
軟
式
野
球
目
チ
i
ム

に

よ

り

ト

敢

闘

賞

白

山

宏

富

山

自

工

)

i
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
打
撃
賞
永
山
光
正
富
山
自
工
)

最
終

B
の
5
月
日
日
は
3
月
中
旬
の

陽
気
と
い
わ
れ
る
寒
さ
の
中
で
、
準
決

勝
、
決
勝
と
3
試
合
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
選
手
の
品
目
さ
ん
は
寒
さ
を
ふ
き

と
ば
し
て
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
ま

し
た
。そ
の
結
果
高
橋
農
機
チ
i
ム
が
初
優

勝
を
飾
り
、
表
彰
式
で
は
竹
内
町
長
か

ら
健
闘
を
た
た
え
て
優
勝
旗
が
手
わ
た

さ
れ
ま
し
た
。

優

勝
準
優
勝
春
の
愛
の
献
血
運
動

採
監
功
労
者
時
名
を
表
彰

去
る
4
月
日
日
間
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
室
で
町
か
ら
献
血
事
業
の
採
鼠
功
労
者

ク
ラ
ブ
(
笹
日
夜
人
会
長
・
会
員
品
名
)
同
名
に
対
し
て
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し

の
主
催
に
よ
る
第
お
屈
η

愛
の
献
血
H

た。

運
動
が
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
な
こ
の
臼
、
採
血
功
労
者
と
し
て
表
彰

わ

れ

ま

し

た

。

さ

れ

た

皆

さ

ん

は

献

取

回

数

が

却

回

以

こ
の
臼
、
ご
協
力
下
さ
っ
た
町
民
の
上
で
、
献
血
事
業
の
現
状
を
認
識
さ
れ

皆
様
方
は
悶
名
で
、
部
本
(
A
型
絹
本
、
採
血
に
ご
協
力
さ
れ
た
方
々
で
す
。
当

B
裂
幻
本
、

0
型
む
本
、
必
型
9
本
)
日
は
竹
内
宏
町
長
よ
り
一
人
一
人
に
表

を

採

血

し

ま

し

た

。

彰

状

が

手

わ

た

さ

れ

ま

し

た

。

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
こ
れ
か
ら
も
献
鹿
の
輪
を
さ
ら
に
広

後
も
保
存
血
液
の
確
保
の
た
め
引
き
続
げ
採
血
に
ご
協
力
下
さ
い
。

き
運
動
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
採
鹿
功
労
者
は
次
の
方
々
で
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
磯
浜
町
四
六
関
根
俊
行

す

。

か

七

八

六

金

井

勇

努

な
お
、
春
の
献
廠
運
動
に
先
立
ち
、
万
五
四
六
八
高
木
英
明

去
る
3
月
初
日
樹
に
、
役
場
一
一
一
階
会
議
万
一

O
一
五
水
谷
虎
次
郎

八
二
七
横
須
賀
洋
一

大

賞

町

三

六

五

古

川

簿

四

六

赤

塚

悦

子

神

山

町

六

一

二

米

川

英

雄

原

研

職

員

永

堀

浩皆
川
満
州
男

動

燃

職

員

金

子

裕藤
枝
好
可

樋
口
幸
次
郎

小
松
崎
繁
治

小
野
尚
士

結

城

隆

雄

第150号 (2)

凶高

山橋

自農
工機
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も
め
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職
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第
出
回
水
道
週
間
が
6
月
1
臼
か
ら

7
日
ま
で
の
1
週
間
全
日
出
各
地
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

水
道
は
私
達
の
家
庭
を
は
じ
め
、
学

校
や
病
院
、
工
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
所

で
毎
日
絶
え
る
こ
と
な
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
や
や
も
す
る
と
、
そ
の
大
切

さ
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
水
道
を
つ
く
る
に
は
大
変

な
労
カ
と
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
安
全
な
水
を
い
つ
で
も
ど
こ

へ
で
も
必
要
な
だ
け
供
給
す
る
た
め
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
水
道
の
描
設
と
入
手

が
掛
っ
て
い
ま
す
の
で
水
道
の
水
を
上

手
に
合
理
的
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
水
道
退
問
に
ち
な
ん
で
、

町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
か
ら

作
品
の
募
集
会
」
行
な
い
ま
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果

次
の
作
品
が
入
選
と
決
ま
り
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

作
品
の
展
示
は
、
水
道
遊
間
中
、
町

内
の
各
銀
行
、
大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
、

水
産
加
工
業
協
同
組
合
、
水
産
物
仲
買

人
協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
、
役
場

等
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

{
入
選
者
]

争
標
語
の
部

磯
浜
小
学
校
中
野
谷
直
人
、
会
沢
由
希
子

高
橋
雅
子
、
落
合
昌
明
、
飛
回
大
介

稲
葉
幸
一
、
石
国
友
紀

大
賞
小
学
校
井
上
利
恵
、
ト
部
美
穂

熊
原
基
子
、
磯
崎
ひ
と
み
、
川
上
明
子

福

島

尊

夏
海
小
学
校
鈴
木
美
貴
子
、
大
賞
真
紀
子

田
口
陽
一
、
常
井
孝

第
一
中
学
校
薄
井
裕
司
、
笹
島
祐
佳

久
保
木
千
恵
、
溝
口
耕
太
郎

海
中
学
校
東
日
豊
、
大
谷
育
昭

黒
沢
洋
、
藤
原
留
理

A
V

国
一
倍
・
ポ
ス
タ
ー
の
部

磯
浜
小
学
校
七
海
袴
晃
、
小
沼
利
光

親
松
公
選
、
半
沢
猛
人
、
秋
山
圭
子

及
川
美
佐
子
、
倉
本
桜

祝
町
小
学
校
笠
原
麻
衣
、
一
一
一
輪
野
み
ど
り

桑
原
由
夏
、
国
井
学

大
貫
小
学
校
西
野
正
洋
、
士
口
問
文
子

金
谷
美
幸
、
和
国
佳
代
、
久
幹
子

山

田

実

史

夏
海
小
学
校
井
上
孝
治
、
深
作
卓
也

野
口
博
志
、
小
野
寺
千
春

第
一
中
学
校
打
越
悦
子
、
高
梨
サ
オ
リ

出
口
憲
一
、
高
梨
ア
リ
サ

南
中
学
校
砂
川
奈
津
美
、
酒
井
き
み
江

東
口
准
子
、
原
口
和
子

令
窪
田
道
の
部

磯
浜
小
学
校
飛
図
和
i

一
子
、
鈴
木
明
子

寺
家
鹿
津
子
、
荻
沼
雅
美
、
打
越
久
美
子

本
多
恵
子
、
久
保
木
京
子

祝
町
小
学
校
早
川
晃
代
、
一
一
一
輪
野
み
ど
り

田
山
恵
子
、
笠
原
理
香

大
賞
小
学
校
鈴
木
崇
文
、
西
野
正
洋

西
沢
ゆ
り
子
、
閉
山
奈
穂
子
、
須
藤
田
島
富
山

板
橋
磨
弥

夏
海
小
学
校
小
野
瀬
貴
子
、
米
川
美
佐
子

藤
沼
み
さ
子
、
品
開
福
知
似
博
美

第
一
中
学
校
打
越
悦
子
、
桜
井
孝
至

天
野
精
美
、
中
山
和
弘

南
中
学
校
小
林
美
弥
、
小
沼
健
次

江
矯
美
穂
、
木
村
公
栄

繭

w

a

w

e

輯

@

善
意
の
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
、

昭
和
問
年
3
月
以
降
次
の
寄
付
が
ょ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

寄
付
を
よ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の

「
ま
ご
こ
ろ
L

と
寄
付
の
ご
趣
旨
を
生

か
し
、
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
j
J

コ
引
引
引
1
バ
i
」

母

子

相

談

員

福

祉

事

務

所

に

勤

務

一

二
一
福
祉
コ

i
ナ

i
一

③

一

一

山

門

ト

ド

し

し

母

子

福

祉

資

金

の

貸

付

け

を

は

一

じ
め
、
母
子
家
庭
の
あ
ら
ゆ
る
間
一

一

母

子

福

祉

題

を

取

扱

っ

て

い

ま

す

。

悩

み

二

と
や
心
配
ご
と
を
気
軽
に
相
談
し
一

一

悩

み

ご

と

や

心

配

ご

と

の

相

談

て

く

だ

さ

い

。

一

一
母
子
重
で
は
、
家
庭
生
活
を
営
母
子
福
祉
協
力
員
母
子
福
祉
の
協
一

一
ん
で
い
く
う
え
で
必
要
な
こ
と
を
、
力
者
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
を
燥
一
知
一

十
母
親
が
一
人
で
す
べ
て
決
め
て
実
行
事
が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

B
常
の
一

一
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
細
か
な
相
談
ご
と
は
母
子
福
祉
協
一

一
う
な
と
き
、
臼
頃
の
悩
み
ご
と
や
心
力
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
一

一
配
ご
と
の
相
談
が
必
要
と
な
っ
て
き
赤
塚
悦
子
大
賞
町
四
八
番
地
一

十
ま
す
。
そ
の
た
め
に
県
や
町
で
は
、
小
島
町
光
枝
大
震
町
七
八
番
地
一

一
次
の
よ
う
な
相
談
の
窓
口
を
設
け
て
川
上
澄
子
磯
浜
町
ニ
嘉
番
地
一

一
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
利
用
し
て
く
民
生
委
員
(
児
童
荒
窓
口
貝
)
生
活
保
護
一

ザ

だ

さ

い

。

を

は

じ

め

身

障

、

精

薄

、

老

人

、

↑

一
福
祉
事
務
所
こ
こ
で
は
、
母
子
家
母
子
、
児
童
等
、
幅
広
い
活
動
を
一

一
庭
の
問
題
に
践
ら
ず
福
祉
業
務
の
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
一

一
総
て
を
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
一

一
た
必
要
に
応
じ
て
ケ

l
ス
ワ
!
カ
い
ま
す
の
で
遠
慮
な
く
相
談
し
↑

一
!
が
{
震
を
訪
問
し
て
指
導
し
て
て
く
だ
さ
い
。
語
で
は
、
各
一

一
い
ま
す
。
事
務
所
は
、
水
戸
市
南
地
区
に
三
六
名
の
委
員
が
お
り
一

一
町
一
ニ
了
百
四
の
五
七
(
電
話
O
ニ

ま

す

。

一

一
九
二
!
一
一
六
i
一
五

7
-
γ
h
、
一

一

一

回

)

'

-

、

吉

報

油

関

L
¥
一

一

役

場

厚

生

課

母

子

家

/

/

~

¥

¥

丹

免

除

誕

百

三

一

庭

の

た

め

の

い

ろ

い

¥

づ

F

/

/

目
、
/
ザ
l
L
A仁

ι

一

ろ

な

地

策

の

窓

口

と

ー

三

ケ

コ

ス

A

ハゆ

J
'
〕

一

二
七
二
沼
崎
、

u
f一

一

一

)

¥

九

戸

b
b
i
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-
l
I
l
l
-
l
l
l
I
1
1
1
1
1
I
l
l
-」

。
一
金
九
万
二
千
九
百
一
二
十
二
円
也
ル
ト
運
動
を
展
開
し
、
売
上
金
の
一
部

大
洗
町
交
通
安
全
母
の
会
殿
を
善
意
銀
行
を
通
じ
福
祉
に
役
立
て
て

o
一

金

五

千

円

也

と

、

寄

付

さ

れ

た

も

の

で

す

。

大
洗
町
磯
浜
町
一
四
九
番
地
そ
の
他
の
方
々
よ
り
の
ご
寄
付
は
い

自
白
一
郎
殿
ず
れ
も
、
善
意
銀
行
を
通
じ
社
会
福
祉

o
一
金
二
千
五
百
十
五
円
也
の
た
め
に
役
立
て
て
と
い
う
も
の
で
あ

動
燃
労
組
脊
婦
部
殿
り
ま
す
。

O

一
金
二
万
九
千
二
百
二
十
円
也
町
枝
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
は
、

水
戸
市
住
吉
町
一
五

O
の
一
二
こ
れ
ら
の
善
意
と
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
い

ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
殿
か
し
、
老
人
福
祉
、
身
体
障
害
者
福
祉
、

交
通
安
全
母
の
会
殿
よ
り
の
ご
寄
付
母
子
家
庭
の
福
祉
、
交
通
遺
児
家
庭
の

は
、
同
会
の
役
員
の
方
々
が
街
頭
募
金
福
祉
等
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
は
か

運
動
に
よ
り
あ
つ
め
ら
れ
、
交
通
遺
児
り
、
「
豊
か
で
住
み
よ
い
社
会
」
を
つ
く

の
育
英
資
金
等
に
と
の
趣
旨
に
よ
り
寄
る
た
め
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
力

付

さ

れ

た

も

の

で

す

。

し

て

い

ま

す

。

ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
殿
よ
り
の
今
後
も
町
民
の
皆
様
に
よ
る
社
会
福

ご
寄
付
は
向
社
が
「
み
の
り
あ
る
福
祉
祉
協
議
会
活
動
、
善
意
銀
行
活
動
、
ボ

を
築
く
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
を
で
き
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と

る
と
き
に
」
と
い
う
こ
と
で
福
祉
ヤ
ク
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

簡
保
だ
よ
り

交
通
事
故
と
留
保

お
き
、
警
察
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
o

v示
談
す
る
と
き
の
注
意
点

ケ
ガ
が
よ
く
治
っ
て
か
ら
示
談
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
不
用
意
な
示
談

は
、
留
保
と
被
害
者
に
大
き
な
不
利
益

を
及
ぽ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
示

談
す
る
場
合
は
、
よ
く
国
保
係
と
相
談

し
て
か
ら
慎
重
に
応
じ
る
よ
、
つ
に
し
て

下
さ
い
o

v国
保
の
届
出
は
十
四
日
以
内
に

留
保
に
加
入
す
る
と
き
、
や
め
る
と

き
は
、
届
出
の
日
で
は
な
く
、
会
社
を

退
職
し
た
自
の
翌
日
、
転
入
し
た
呂
、
社

会
保
険
に
加
入
し
た
ヨ
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
留
保
税
が
課
税
、
更
正
さ
れ
ま
す
の
で

必
ず
十
四
日
以
内
に
届
け
出
を
い
た
し

ま
し
ょ
う
。
履
け
出
が
遅
れ
る
と
、
一

度
に
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

〕

圏
保
の
届
出
は
十
関
目
円
以
内
に

子ど 7車2¥ 
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昭和59年6月1日弘、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
洗
第
一
国
(
坂

本
信
問
委
員
長
)
で
は
活
動
の
中
に
社

会
奉
仕
の
事
業
を
組
み
入
れ
て
お
り
、

毎
年
五
月
初
旬
の
一
週
間
を
ス
カ
ウ
ト

週
間
と
定
め
、
こ
の
期
間
に
は
必
ず

奉
仕
活
動
を
す
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。今
回
は
現
筏
社
会
問
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
空
カ
ン
の
投
げ
捨
て
の
防
止

と
、
散
乱
し
て
い
る
空
カ
ン
の
清
掃
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

き
る
五
月
六
日
の
き
わ
や
か
な
日
曜

らあおお

叩
湘
隣
だ
よ
り

山
川
番
の
正
し
い
通
報
の
し
か
疋

(3)第150号

消
防
署
・
(
リ
リ
i
ン
)
「
は
い
大
洗

町
消
妨
署
、
火
災
で
す
か
、
救

急
で
す
か
。
」

住
民
・
「
火
事
で
す
。
火
事
な
ん
で

す
。
竿
く
来
て
下
さ
い
。
」

消
防
署
・
「
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

何
が
燃
え
て
い
ま
す
か
。
」

住
民
・
「
私
の
家
の
降
り
で
す
。
速

く
来
て
下
さ
い
。
」
(

H

ガ
チ
ャ

i
ン
H

)

こ
の
通
報
で
は
消
防
士
与
は
ど
こ
へ

行
け
ば
良
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

山
番
通
報
は
「
火
事
」
か
「
救
急
」

か
を
は
っ
き
り
伝
、
ぇ
、
消
防
車
や
救

日
に
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
(
安
斉
一
朗
隊

長
)
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
(
鈴
木
博

之
隊
長
)
及
ぴ
父
兄
等
総
異
六
O
名
が

参
加
し
、
東
光
台
交
叉
点
よ
り
大
洗
ホ

テ
ル
前
ま
で
の
バ
イ
パ
ス
及
び
大
洗
海

岸
一
帯
に
わ
た
り
、
空
カ
ン
、
空
ビ
ン

等
を
拾
い
集
め
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
ニ
ム
口
ほ

ど
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
な
大
洗
を
め
ざ

し
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
清
掃
と
空
カ

ン
等
の
ポ
イ
捨
て
防
止
運
動
を
慮
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

急
車
が
一
一
刻
も
浮
く
現
場
に
到
着
で

き
る
よ
、
つ
に
①
場
所
②
目
標
③
何
が

燃
え
て
い
る
か
、
火
災
や
事
故
現
場

の
状
況
を
「
落
ち
つ
い
て
」
「
正
確
」

に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

間
番
通
報
は
こ
の
よ
う
に
行
っ
て

下
さ
い
。

消
防
署
・
(
リ
リ

l
ン
)
「
は
い
大
洗

町
消
防
署
、
火
災
で
す
か
、
救

急
で
す
か
。
L

住
民
・
「
火
事
で
す
。
火
事
で
す
。
」

消
紡
署
・
「
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

何
が
燃
え
て
い
ま
す
か
。
」

住
民
・
「
O
O町
O
O区
O
O学
校

協

(
O
O商
庖
裏
)
の
住
宅
が

火
災
で
す
。
又
は
自
宅
の
台
所

が
火
災
で
す
。
」

と
は
っ
き
り
通
報
し
て
下
さ
い
。

縁
き
わ
や
か
和
気
あ
い
あ
い

第

時

間

老

人

体

育

祭

開

催

さ

れ

る

身
聾
者
ス
ポ

i
ツ
大
会

大
洗
町
恒
例
の
老
人
体
育

祭
・
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

も
第
凶
回
目
を
迎
え
、
去
る

5
月
2
日
間
に
大
洗
ゴ
ル
フ

場
の
緑
の
芝
生
の
上
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、

5
月
も
下
旬
に

入
っ
た
と
い
う
の
に
机
索
、
く
、

今
に
も
降
り
出
し
そ
、
つ
な
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

例
年
を
上
回
る
約
七
O
O名

の
高
年
者
の
皆
さ
ん
が
元
気

に
参
加
し
、
定
判
例
日
時
に
竹

内
町
長
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ

ま
し
た
。
競
技
は
参
加
者
全
員
に
よ

る
ラ
ジ
オ
体
操
の
あ
と
、
恒
例
の
紅
白

玉
入
れ
で
始
ま
り
、
玉
こ
ろ
が
し
、
ど

じ
ょ
う
っ
か
み
、
ゴ
ル
フ
競
技
、
パ
ン

喰
い
競
争
、
そ
っ
く
り
さ
ん
大
会
な
ど

日
種
呂
に
わ
た
っ
て
和
気
あ
い
あ
い
の

う
ち
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
そ

っ
く
り
さ
ん
大
会
で
は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
仮
装
に
身
を
つ
つ
ん
だ
皆
き
ん
が
場

内
を
一
服
す
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
大
き

な
笑
い
が
う
づ
ま
き
、
一
日
を
充
分
に

楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

火
事
と
救
急
の
場
合
、
あ
な
た
の

出
番
通
報
が
正
確
で
あ
れ
ば
、
消
防

車
や
救
急
車
は
よ
り
速
く
現
場
に
到

着
す
る
こ
と
が
で
き
、
消
火
活
動
や

救
急
処
置
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、
被

害
を
最
少
援
に
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
。
通
報
は
落
ち
つ
い
て
正
確
に
F
・8

:.t..::・る鵠にグ

火事と救謹.崎 11"1.大器町識問墨

ま
た
、
身
渡
者
の
皆
さ
ん
も
広
い
緑

の
ジ
ュ

i
タ
ン
の
上
で
、
体
全
体
で
各

種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
輿
じ
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
も
昼
食
時
に
は
大
洗
町

飲
食
庖
組
合
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
よ
り

H

そ
ば
・
う
ど
ん
u

の
無
料
奉
仕
が
あ

り
、
ま
た
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
方
か
ら

も
湯
茶
の
接
待
等
の
ご
奉
仕
を
い
た
だ

長
、
土
品
1
レムた。

一寸

l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J

一
日
引
引
引
引
刊
日
一
一
言
っ
て
も
、
全
く
ダ
メ
か
と
云
う
事
一

一
一
鍵
藤
相
談
室
一
⑮

一
口
内
閣

3
1片
岡
山
に
で
す
が
、
注
意
さ
え
す
れ
ば
楽
し
い
一

一

高

齢

者

の

運

転

は

可

能

で

す

。

;

一

一

そ

れ

に

は

視

カ

の

衰

え

を

根

室

で

一

一

突

通

事

故

防

立

補

つ

こ

と

夜

間

雨

天

に

は

運

転

…

一
高
齢
者
(
印
歳
以
上
)
に
よ
る
交
し
な
い
、
ノ
!
ク
ラ
ッ
チ
を
使
用
す
一

一
通
事
故
が
、
だ
ん
だ
ん
増
え
て
い
ま
る
、
時
速
一
出
位
に
す
る
、
長
距
離
一

一

す

。

も

休

み

休

み

運

転

す

る

、

病

気

で

薬

一

一
そ
の
原
因
は
、
安
全
不
確
認
と
、
を
呑
ん
で
い
る
人
は
、
そ
の
夜
前
に
一

一
動
静
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
殆
ん
ど
は
呑
ま
な
い
こ
と
等
が
必
要
で
す
。

一

で

す

。

〔

大

洗

医

師

会

・

提

供

〕

一

一
専
門
医
の
研
究
に
よ
る
と
、
動
い

一
て
い
る
物
体
を
認
識
す
る
祝
カ
の
衰

L
命
峰
.
叫
づ

7
4
一

一

え

、

そ

し

て

距

離

感

の

鈍

き

、

つ

ま

一

三

平
J

一

民

話

-

R

f

t

r

F

4

「
と
冶

anj担
一

一
り
遠
く
の
物
体
を
正
確
に
削
判
断
す
る
九
f
d
時
ト
陀

J
E叫
一

一
カ
、
特
に
ス
ピ
ー
ド
の
出
て
い
る
時
〆
人
、
、
ー

¥
i
h
n作
イ
油
沌
一

也

、

U
H

円、11
L

「
回
目

U
ト
り
ん
J

、
品
「

J

，

一

一
に
、
瞬
間
的
に
削
判
断
す
る
カ
が
表
、
ぇ
、

i
F
R馳
噂
ι
4
4

一

町

議

一

-

二

一

一

一

一

て

い

る

、

又

暗

や

み

で

の

順

応

性

欝
F

、
軍
高
僻
可
申
¥
ツ
ザ

一

が

鈍

い

、

視

野

(

自

に

入

る

外

界

胡

饗

メ

藤

芳

洪

九

一

一

の

広

三

が

狭

く

な

る

等

が

そ

の

原

づ

一

二

三

ね

で

ま

…

一
顕
で
あ
る
事
が
判
り
ま
し
た
。
と
は

老
人
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
進
め

て
い
る
大
洗
町
高
年
者
大
学
の
、
第
日

期
間
校
式
(
卯
名
)
が
去
る
5
月
ロ
自
由

に
、
老
人
憩
い
の
家
で
行
な
わ
れ
ま
し

た

開
校
に
あ
た
り
高
年
者

大
学
長
(
竹
内
町
長
)
の

祝
辞
が
あ
り
、
早
速
、
学

習
計
画
第
一
回
目
の
課
題

で
あ
る
、
お
と
し
よ
り
の

交
通
安
全
の
話
し
に
つ
い

て
、
水
戸
警
察
署
交
通
課

の
深
谷
部
長
の
講
義
に
入

い
り
、
そ
の
後
初
分
交
通

安
全
に
つ
い
て
の
映
画
の

上
映
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
老
人
態
い
の

家
の
前
庭
で
、
水
戸
警
察

署
で
用
意
し
た
ミ
ニ
信
号

機
を
利
用
し
て
、
道
路
の

安
全
な
わ
た
り
か
た
、
信

号
機
の
正
し
い
克
か
た
な

ど
に
つ
い
て
、
大
洗
町
交

通
安
全
母
の
会
(
石
井
き

み
会
長
)
の
皆
さ
ん
の
お

手
伝
い
を
受
け
実
地
に
講
習
を
行
な

い
、
お
と
し
よ
り
の
方
々
は
真
剣
に
正

し
い
横
断
の
方
法
等
を
学
ん
で
い
ま
し

た。
一
年
間
の
学
習
計
画

マ
第
一
間

5
月
ロ
白
出

開
校
式

交
通
安
全
の
話
し

マ
第
二
部

6
月
却
日
附

臼
常
の
健
康
管
理

円

v
第
三
回

7
月
初
日
樹

前
の
公
共
施
設
見
学

マ
第
四
百
9
月
訂
日
掛

老
人
ホ

l
ム
園
長
の
日
誌

マ
第
五
回
叩
月
日
日

ω

史
跡
見
学

マ
第
六
間
口
月
日
8
閃

町
政
の
お
も
い
で

マ
第
七
閤

1
月
出
日
働

福
祉
を
都
る

マ
第
八
回

2
月
目
白
幽

人
と
人
の
つ
な
が
り

ウ

v

第
九
四

3
丹
羽
目
肘

町
政
の
現
況

終
了
式

保
険
料
の
納
め
が
圏
難
な
場
合

免
除
の
手
続
き
を

年
金
だ
よ
り

老
齢
年
金
は
、
保
険
料
を
二
十
五
年

以
上
(
年
齢
に
よ
り
十
年
か
ら
二
十
四

年
に
短
縮
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
)
納
め

ら
れ
た
期
間
に
よ
り
、
六
十
五
歳
(
六

十
歳
か
ら
繰
上
げ
請
求
で
き
る
。
)
か
ら

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
る
の
が
臨
難
で
あ
る
場
合
、

申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

(
収
入
な
ど
に
よ
り
、
免
除
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
)

免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
七
月
末

日
ま
で
に
役
場
年
金
係
ま
ぞ
印
鑑
を
お

持
ち
に
な
っ
て
、
免
除
申
請
書
一
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
認
め
ら
れ
ま
す
と
、

一
年
間
の
保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
句

免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
将

来
、
受
け
る
年
金
額
は
一
一
一
分
の
一
に
減

11 

額
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
過
去
十
年
の
間

に
免
除
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
免

除
さ
れ
た
当
時
の
保
険
料
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
納
め
ら
れ

て
、
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

免
除
に
つ
い
て
の
問
合
せ

大
洗
町
役
場
年
金
係

T
E
L
七
i
五
一
一
一

内
線
五
一
一
一

は

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
⑬

な

@
あ
し
国
鉄
東
北
本
線
花
巻
駅
か
ら
事
で
約

十
五
分
。
花
巻
空
港
か
ら
車
で
約
十
五

分
。
花
巻
イ
ン
タ
ー
か
ら
準
で
約
十
分
。

関
体
に
は
送
迎
用
パ
ス
あ
り
。

@
ひ
と
ロ
ガ
イ
ド

H

雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
、
風
ニ
モ
負
ケ
ズ
:
・
u

で
知
ら
れ
る
宮
沢
賢
治
の
ふ
る
さ
と
。

宮
沢
賢
治
記
念
館
に
は
、
賢
治
の
遺
品

や
、
生
前
に
詩
作
さ
れ
た
童
話
や
手
紙

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー

は
現
夜
建
設
中
の
「
郷

土
の
森
」
の
一
角
に
あ

り
、
朝
か
ら
野
鳥
の
暗

き
芦
が
関
、
え
る
。
明
る

く
広
々
と
し
た
ロ
ビ
!

と
カ
ウ
ン
タ
ー
式
の
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
が
い
い
。

名
物
は
康
問
と
本
家
を

競
う
「
わ
ん
こ
そ
ば
」

で
あ
る
。

@
宿
泊
利
用
料
(
一
治

品
4
日

品
d

(
岩
手
県
花
巻
市
)

一
一
食
付
)

被
保
険
者
等
菌
、

0
0
0円

一

般

呂

、

四

O
O円

小

人

一

ニ

、

四

O
O円

@
予
約
申
込
み
・
開
会
せ

「
は
な
ま
き
」
へ
直
接

一T
O
ニ五
i
D
一一
一

岩
手
県
花
巻
市
金
矢
第
五
地
割

二
五
一
番
の
一

T
E
L
(
O
一
九
八
)
ニ
七

二
八
一
一



第150号 (4)L百らあおお

0登録手数料については年度毎に

登録をする事になっております

ので、今回はどの犬も登録手数

料を徴収いたします。

注射料金

注射済粟交付手数料

登録手数料
合， 言十

金〕〔料

程〕

期日
午 前 午 後

担当獣医
場 所 時 間 場 所 時 間

6月21日 祝田丁亀屋商庭前 9 :30~10: 1O 一丁白観音様目IJ 1 :15~ 1 :50 

明治記念館前 10: 15~ 10: 55 藤本ペンキ庖前 2 :OO~ 2 :40 鈴木先生
(木) 港湾入口漁具倉庫前 ll: OO~ 11: 30 大洗町保健センター前 2 : 50~ 3 :30 

6月22日 髭釜道祖神目IJ 9 :30~10: 1O 角一諏訪神社自IJ 1 : 15~ 1 : 50 

(金)
亀山鮮;魚庖脇 10: 15~ 10: 55 夏 1毎i 農 協 前 2 :OO~ 2 :40 " 
大賞青年研修所前 II :OO~ ll: 30 松 )11 :'l予み、 民 色官 2 : 50~ 3 : 30 

6月24日 常澄村塩ヶ崎42番地

(日)
鈴木獣医科宅 9 :00~12:00 " 
T E L 029269-2206 

〔日

電
話
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

飽和59年6月1B 

字
が
市
内
局
番
の
頭
に
つ
き
ま
す
。

〔
例
〕
大
洗
口
一
一
九
一
一
六
千
×
×
×
×

ょ
口
一
一
九
一
一
奈
;
×
×
×
×

那
珂
湊
日
一
九
一
一
六
i

一一1
×
×
×
×

↓
口
一
歪
!
空
i

×
×
×
×

@
又
、
市
内
局
番
が
な
い
と
こ
ろ
は

市
外
局
番
の
最
後
の
ニ
数
字
が

市
内
局
番
に
な
り
ま
す
。

(

例

)

常

澄

×

×

×

××
×
×
×
 

日一九一一五九
1

×
×
×
×

↓
口
ニ
九
ニ
!
?
究
l

×
×
×
×

な
お
、
町
内
及
ぴ
上
記
の
市
南
村
以

外
か
ら
お
か
げ
に
な
る
場
合
は
、
従
来

通
り
で
す
。

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は

大
洗
電
報
電
話
局
六
二
九
九
一

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

内
原

第3田 町民挙げての大捕除

実施について(お知らせ)

私達の住む環境を、私達 1人1人の手できれいにし、清

潔で鳴るい、健康な地域づくりをするために、昨年に引き

続き「町民総ぐるみの大掃除J を次のとおり実施すること

になりました。

町民のみなさんのご協力をお願いいたします。

大掃除の臼 大掃除の時間 大掃除の範囲・区域

明神町、東光台、 1丁目、

6月17日 午前6持から
汐見ヶ丘、 2了自、仲町、

金沢町、祝町、松ケ丘、

通町

6月24日 1/ 新町、永町、髭釜

7月1臼 1/ 
大賞釘全地区、

夏海全地区

移
動
園
書
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
巡
田

日
程
の
お
知
ら
せ

巡
閤
文
庫
「
ひ
ま
わ
り
号
」
は
、
次
の
門
口
程
に
よ
り
各
地
区
を
巡
思
い
だ
し

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
貸
出
場
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ー
ー
ー
ひ
ま
わ
り
号
巡
囲
関
程
表
i
l

A コ 一 ス

巡回月日 コース 図書貸出(駐車)場所 駐図 書車 貸時 間出
番号

6月13日 1 
干兄匝7

10:00~ 1O :30 保養センター入口バス停付近
7月11日

キ松兄匝ケ了丘住宅幼児遊園地
午

8月8日 2 1O:35~ 11:05 

9月128 *斤田丁 前

10Yl11日 3 藤本塗装底付近 1l:1O~1l :30 

11月14日
4 
同月宇申酉丁

1 :40~ 2 :00 
12月5日 土地繁雄氏宅駐車場

1月238 方く園丁 午
5 関忠商 1苫駐車場 2 :05~ 2 :25 

;ヨ月 13日 後
3月6日 方く園丁

6 ぎんこうや鮮魚腹駐車場 2 :30~ 2 :50 

B コ ス

巡回月日 コース 図書貸出(駐車)場所 駐図 書車 時貸 間出
番号

6月27日 l 
寺主主

1O :00~ 10:30 サンワ電器駐車場
7月25日 船渡 午
8月22日 2 にしの寵 h5付近 1O :35~ 1l:05 

9月26日
3 南言取清水 前 11:10~ 1l:30 

10月24日 訪神社境内

11月28日 4 原研住宅生協前広場 1l :35~ 11:55 
12月12日 5 夏海十文字パス停付近 1 :40~ 2:∞ 
1月30臼

6 岡野商庖駐車場
午

2月27日 2 :10~ 2 :30 

3月13日 7 神消防山団第自分自詰所付近
f主 2 :40~ 3 :00 

る

に

の

い

内

剤

て

町

薬

ー
し在

み

去

す

散

込

撤

ま

、

積

の

し

げ

の

板

せ

上

へ

看

ら

泥

ク

立

知

の

ツ

法

お

ど

ラ

不

で

な

ト

る

送

溝

、

い

放

側

集

て

線

、

収

し

。

無

水

缶

在

布

報

下

空

散

散

広

0大掃離の対象

0実施の合図

(59.4月現在)

------------
本 年 前年同期 増減数

発生件数 4 (26) 6 (27) ム 2(ム1)

死者数 o ( 0) 2 ( 2) ム 2(ム2)

負傷者数 5 (30) 12 (39) ム 7(ム9)

開催日 罪者始時間 催 事 名 開催場所 催 事 内 伝""ヨ「

26t月士)，1日3位臼当(日) 9 : OO~ 古美術品・日用雑貨品販売会 大会議室 古美術品・ 8用雑貨品販売会

6月3日(日) 9 : OO~ 茨城の民謡コンクール ホ ノレ
民謡コンクール大会リハーサJレ室

6月5日(刈 9 : OO~ 水道技術者議沼会 ホ パノ 責任技術者講習会

6か月}45日(刈日休(*l 13 : 00 ブリジストン・エパーソ 7 コ』トエ 大会議室 寝具販売会6tj()， 7 9 : OO~ 寝具販売

164 月6日W) 13 : OO~ ノく レ コ二 教 室 リハーサル釜 7 供ダムク象フス(健康・美骨体操)及び
，21. 28日(木) 子 を対にパレエ講習笑技を行なう

6月月 7日 付幽寸 9 : OO~ 第48姐茨城県教職員組合定期大会
オミ ノレ

教職員組合定期大会6}l 8日 リハ サノレ主主

6Jヲ9日出 9 : OO~ 全日本民議大賞茨城予選会
オス ノレ

日本民謡大賞茨城県大会茨城代表選考会リハーサJレ室

6月10日(臼) 9 : OO~ おらが茨城の唄民謡大会
オ1 ノレ
リハーサノレ室

6月12日 ((51A14d 18 : OO~ 社交ダンス講習会 リハーサル護 一般対象にダンス講習実技を行なう6月268

6月15日樹 9 : OO~ 運転免許証更新時言葉潔会 大会議室 運転免許所有者で更新のための議室主会

6月24日(日) 9 : OO~ 詩 日今 発 表 会 ホ Jレ R孔山流茨il1L連会長小林杭雲先生一周年記念大会

6月26日(刈 9 : OO~ 電子レンジ料理教室 大会議室 電子レンジによるいろいろな料理方法を学ぶ

6月29日俗 9 : OO~ 学習指導改善講座 大会議レ室呈主 教職経験10年目の教員を対象に研修会を行なう1)ハーサJ

6月30日 ω 10 : 30~ ぬいぐるみ人形劇 ホ /レ ミュージカル威「さんぼの冒険」

大洗文化センタ-6月分行事予定表

大洗町における交通事故の発生状況

※( )内は累計を示す。

“密月T 自(~去さ通安全の日"“あ怠定ガ築く受通安全"

.. 

昭和59年度第 1囲狂犬病予防注射及び登録の実施について(お知らせ)
標記のことについて、下記日程により実施いたしますので前回 (5月実施)都合により漏れた方は

今回必ず受けるようお知らせいたします。

尚、当日予防注射を受ける犬で異常のある場合は必ず担当獣涯に申出ください。

記

1，700円
300円
2，000円
4，000円

来
る
6
同
九
回
目
か
ら
、
町
内
と
水
戸

周
辺
地
域
へ
の
電
話
の
か
け
方
が
変
り

ま
す
。
一
、
水
戸
周
辺
地
域
へ
か
け
る
場
合

は
、
市
外
局
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。

二
、
町
内
及
ぴ
左
記
の
市
町
村
は
、
す

べ
て
市
内
局
番
が
ニ
ケ
タ
に
な
り
、

市
内
局
番
と
電
話
番
号
(
四
ケ
タ
)

を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
で
つ
な
が
り

ま
す
。水
戸
・
勝
因
・
那
珂
湊
・
茨
城
・

東
海
・
那
珂
・
瓜
連
・
常
澄
・
内

原
・
常
北
・
桂

し
た
が
っ
て
、
市
外
局
番
は
す
べ
て

O
二
九
二
に
な
り
ま
す
。

@
現
在
、
市
内
局
番
が
一
ケ
タ
の
と

こ
ろ
は
、
市
外
局
番
の
最
後
の
数

7 7 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 月
/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / 
6 5 4 3 30 28 26 23 21 19 16 13 12 9 7 5 4 l 日
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G査ル 児 応ル 回 間 風咳 回 回

ノ力、
回 回 康 回 回 児 回 f生 風咳

子妨事jク
) 

月 一業定リ 健 検?f呈 復 接予F方
f夏 復

児婁
復 f呈 相 復 復 健 復 キ日 接予防

接及ン 司11 割| 司4 言11 言111 言11 言111 言11 言11
名

種ぴ反 去初壬/予入 査ン 練 練 手重 練 練 練 中車 言長 練 練 言& 練 談 手重

，、y、ミ 生後生後
生
者する害者障 者する者害障 生後 者する考害障 者する害者障
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す者る害者障 者する者害障

成
者する者障害 者する者害i寧 生後生後 者する者害i翠

妊 E主
後 歳

病者人患

金書 後
lクレ 7 2 3 24 

ノ力、 7 2 及 24 
対カカ カ で で カ で で で て巴 で で カカ で ぴ カ

ン 月月 月
機能回
機能復回

月
機能 機能 月児 護 機能 機能 機能

月月
機能 母 月

反 I I 及 I I 性
応、 8 3 4 48 

復練回訓を

誕
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復回 ぴ

理練訓 車線
8 3 

車練訓
48 
象検査 カカ 歳 f豆 カ 生 カカ カ

月月 未 言111 首11

来J月荷
呂

練訓を
時置 月月

米j月詩力支 σ〉σ〕 1筒
練を 練を

達Tしこ

練 {主 。〉グ〉
絵 者者 の を 民 者者

名ィ全 者 必 必 σ3 必 必 必 必 必 必 必 (1) 

(1) 婆 要 者 要 要 要 要 要 要 望塁 者
者 と と と と者 と と と と と

1 I l 1 9 l 9 9 l 9 9 1 9 9 1 l 9 1 11: 2時 2時 2待 3時 11時 2持 II時 II時 2時 II時 II時 2時 II時 11時 2時 3待 11時 2時
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町
・
県
民
税
が
決
ま
り
ま
し
た

今
年
町
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
町
県
民
税
が
決
ま
り
ま
し
た
。

勤
め
て
い
る
人
で
、
毎
月
給
料
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
方
に
は
、
勤
務
先
を

通
じ
て
5
月
初
旬
に
納
税
通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。
納
税
の
時
期
は
、

勤
め
て
い
る
方
は
毎
月
の
給
料

(
6
月
か
ら
来
年
5
月
ま
で
の
ロ
回
)
か
ら
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
又
普
通
の
納
税
通
知
書
に
よ
っ
て
四
期
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
く
方
に
は
6
月
中
旬
頃
ま
で
に
納
税
通
知
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

第
1
期
は
6
月
初
日
、
第
2
期
は
8
月
幻
自
、
第
3
期
は
叩
月
乱
日
、
第
4
期

は
来
年
の
1
月
白
日
の
各
期
と
な
り
ま
す
の
で
納
期
限
を
お
忘
れ
な
く
納
付
し

て
下
さ
い
。。

老
人
保
健
制
度

七
十
歳
以
上
(
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
は
六
十
五
歳
以
上
)
の
お
年
寄

り
の
医
療
は
、
す
べ
て
老
人
保
健
法
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
」

保
険
証
と
老
人
保
健
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
た
「
健
康
手
帳
」
「
老
人
医
療

費
受
給
者
証
」
の
提
示
が
必
要
で
す
。
も
し
保
険
証
が
国
保
か
ら
社
会
保

険
ま
た
は
社
会
保
検
か
ら
国
保
に
変
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に
役
場
住
民
課

題
保
係
へ
お
届
け
下
さ
い
。
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